
4

「雨水貯留タンク」の
助成金の申請が

水道管を
新しくするお金

教えて！

ひかりちゃんひかりちゃん
特別コーナー

第4弾

で簡単に！
郵送

なぜ

貯留・浸透
ちょ りゅう しん とう

？施設がいるの

Q
問題

水道・下水道事業の情報を発信！

@sumito_kyoto

@kyotocity.sumito

Twitter

Facebook

Instagram
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京都市上下水道局
マスコットキャラクター

すみ と

ホタルのひかりちゃん

ホタルの澄都くん

水道管を新しくするお金第4弾

教えて！教えて！

経営に関するお問い合わせは 経営戦略室
TEL 075-672-3114 FAX 075-682-0289

ひかりちゃんひかりちゃん

運動の後に飲む

水道水はおいしいな。

確かに
心配だよね。

でも大丈夫！

京都市では，目標を立てて
確保したお金を使って，
毎年，古くなった水道管を
新しくしているの。

そうね。
今のプランでは，
５年間で
100億円が
目標なのよ。

平成30年度は
目標をクリアする
ことができたわ。

21億円22億円

将来，水道水
が止まったら
どうしよう…。

なるほど！ おいしい水道水を
作り続けるためには，
継続的な努力が必要なんだね

これからも厳しい
経営環境が続く見込みだけど，
水道・下水道を未来に
しっかりとつないでいくための
経営を行っていくわ。

だけど，水道管が
古くなってるって
聞いたことが
あるなぁ。

19億円19億円19億円
平成30年度 令和元年度
※金額は中期経営プランでの目標額

令和2年度 令和3年度 令和4年度

水道水の料金は，
ミネラルウォーターの 

2ℓのミネラル
ウォーターを
100円で買ったよ！
安いな～

水道水はとってもお得！

1 2
3 4

約400分の1

知らないの？ 水道水
なら100円で800ℓ
近くも使えるわ。

あなたも上下水道局のキャラク
ターなんだから水道水を飲まな
きゃだめでしょ。

そ，そうだね…

すみとと
ひかりの日常

● 最大過去2年分のご使用
水量と水道料金・下水道使
用料がパソコンやスマート
フォンから確認できます。
● 検針時投函の「水道使用水
量のお知らせ」がプリント
アウトできます。

● 複数の物件をまとめて登
録・一括管理できます。

水道使用履歴照会サービス

 京都市印刷物第314533号

過去の使用水量が
インターネットで確認できます
サービス内容

申 込 方 法

https://suido.f-regi.com/fc/kyoto_city/mizumiru

「みずみるネット」

お手元に『水道使用水量のお知らせ』をご用意ください。
下記URL又はQRコードからご登録いただけます。

画面はイメージです

お客さまサービス推進室

TEL 075-672-7733  FAX 075-671-4165

京都市上下水道局総務部総務課  
令和元年10月

※10ℓあたりの料金 京都市の水道水約1.3円，市販のミネラルウォーター約510円で計算



市南部エリアの
給水工事関係の

受付場所が変わります

南部給水工事課では，次のようなご用件を承っています。

●給水装置の新設・改造等の申請
●水道管の埋設状況の閲覧及び写しの交付
●工事費のお支払，精算
● 鉛製給水管取替工事や助成金制度のご相談
● 取付管新設工事申込書及び
排水設備工事確認申請書の受付 など

雨水を雨どいから分岐
器具によりタンクに流
入させ貯めるものです。
蛇口を備えたタンクが
販売されています。

　都市化に伴い，多くの土地がアスファルトやコンクリートに覆われているた
め，大雨が降ると地中に浸透せず，水路や下水道が溢れやすくなっています。
雨水を貯めたり，浸透させることで浸水被害を軽減することができます。
　京都市では，雨水を一時的に貯留して活用できる「雨水貯留タンク」や，雨水
を地中に浸透させて市街地への雨水の流出を抑制する効果がある「雨水浸透
ます」を設置していただくために，助成金制度を設けています。

・打ち水
・防火用水
・ 震災時等の
非常用
…などに
　ご使用できます

雨水を穴の開いたます
から地中に浸透させる
ものです。設置工事に
ついては京都市指定下
水道工事業者にご相談
ください。

容量80リットル以上のもの

下水道部管理課排水設備担当（庁舎7階）

対　象

助成額

�

�

移転先住所

購入及び設置工事費用の4分の3
上限3万7500円。（内，設置工事費用は上限1万円。）
1建築物につき上限4基

A

申込・問合せ TEL 075-672-7822  FAX 075-682-2707

南部配水管理課では, 次のような業務を行っています。

● 漏水調査や水道管の洗浄作業などの水道管
路の維持管理

令和元年10月15日（火）から「水道管路管理センター南部
給水工事課」，「南部配水管理課」の場所が変わります。

答え

部分に助成を行います。

「雨水貯留タンク」と「雨水浸透ます」の

助成金制度を
設けていますのでご利用ください

※予算がなくなり次第終了します。

担当区域 東山区，山科区，下京区，南区，伏見区，
西京区（外畑地域のみ）

雨水貯留タンクとは

雨水浸透ますとは

雨水貯留タンク

雨水浸透ます

〒601-8116 南区上鳥羽鉾立町11-4

※購入前に相談，または，事前確
認書の郵送。（申請書及び添付書
類も郵送にて提出可能です。）

※設置等工事前に要協議

市営地下鉄「十条駅」から徒歩5分
近　　　鉄「十条駅」から徒歩8分

南部給水工事課 TEL 075-672-3506 FAX 075-682-3951
南部配水管理課 TEL 075-672-7100 FAX 075-672-7105

近
鉄
京
都
線

第二京阪道路

地
下
鉄
烏
丸
線

十条通

久世
橋通

油
小
路
通

Ｎ

烏
丸
通

十条駅

十条駅

鴨
 川

鉾立
公園

南部給水工事課
南部配水管理課
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京都市雨水浸透ます設置基準を満たすもの対　象

助成額 【新たに設置する場合】※

　　1基につき  2万5000円
【雨水ますから雨水浸透ますへ取り替える場合】※

　　1基につき   設置工事費上限7万円
付帯工事費上限3万円

※1建築物につき上限4基
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